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 第１回委員会（令和５年８月） 

‐国から飛行経路見直し案の考え方について説明 

‐騒音予測を行うにあたっての前提条件について議論 

 第２回委員会（令和５年11月） 

‐騒音予測結果（暫定案）を評価し、最も厳しいケースにおいても環境基準を 

 超えないことを確認 

‐環境負荷軽減策について方向性を整理 

 第３回委員会（令和６年１月） 

‐環境負荷軽減策を踏まえた騒音予測結果を評価 

‐淡路島３市及び泉州９市４町の公式意見の提示 

‐中間とりまとめ 
 

関西３空港懇談会 幹事会 

 

 

 

 

 幹事会（令和６年２月） 

‐「新飛行経路案に係る環境検証委員会 中間とりまとめ」について 

‐地域における取組、国への要請について 

以上 

資料１ 

 国が提示した飛行経路見直し案に関し、客観的・科学的なアプローチで評

価・検証するとともに、環境への負担を軽減する方策について議論するた

め、３府県が新飛行経路案に係る環境検証委員会を設置。 

 下記のとおり３回開催され、１月に中間とりまとめが行われた。 

 本とりまとめにおいて新飛行経路案は、合理的かつ関西３空港懇談会の要請

に応えた内容との評価。一方、住民の生活環境への負担軽減を図る観点から

要請事項を提案。 

 新飛行経路案に係る環境検証委員会の中間とりまとめにおける提案を受け、

地域における取組を進めるとともに、国に対する要請が行われた。 


